
Q .ほかの学科とどう違うのですか？
A .

化学反応を操る専門的な知識に加え、人の役に立つモノ＝
「売れるモノ」を作るためのプロセスや装置の設計や、低コス
トで効率よく、大量に作るための工学が学べる唯一の学問で
す。幅広い分野に興味がある人にぴったりです。

「何を作るのか」にプラスして、「どうやって作
るのか」を学べるのは「化学工学」だけです。

Q .どのようなことを学べるのですか？
A .

気体・液体・固体を混ぜる、反応させる、分離・精製するなど、
製品を作る過程が学べ、そのプロセスや装置の設計ができる
ようになります。よい品を安く、かつ環境に優しく作る「製品」
につなげる学問が学べます。

社会で役立つ「何をどのように作るのか」とい
う所をしっかりと学べます。

Q .化学工学を学ぶとどのような人材になれるのですか？
A .

最も効率のよい生産方法の開発、新しいプロセスや装置の設
計、運転管理に必要な、物理や化学の原理などを総合的に理
解して、制御するために必要な「化学工学」の力が発揮できま
す。あらゆる産業の企業から求められる人材になれます。

あらゆる産業で求められる「化学工学」を駆使
できる人材になれます。

Q .化学工学を学ぶとどのような分野で活かせますか？
A .

化学工業のみならず、バイオ、医療、エレクトロニクス、電力・ガ
ス、機械、航空、宇宙、繊維、素材、情報、建築、プラント設計、石
油精製、商社、研究機関と広範囲に及びます。各種プロセスやプ
ラントの開発、設計、生産、管理などで、中心的に活躍できます。

ナノ化学産業、バイオ、食品、医薬品、自動車産業な
ど、幅広い分野で活躍します。
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様々な成分を含む粉末に

液体を加えて顆粒状に加工する際の
手法や条件を決定します。

また、湿った顆粒を乾燥させる際の
温度や時間などを求めます。

打錠
顆粒を集め

「うす」と「きね」を使って
押し固める際の力の強さ
などを求めます。

電池（バッテリ）
新たな電極材料の開発を始め、
軽くて小型、長寿命で安全な

電池（バッテリ）の実現を目指します。

液晶ディスプレイ
軽量で頑丈、そしてキレイな
省エネ型ディスプレイの開発や

リサイクルの方法について考えます。

マイクロプロセッサ
フラッシュメモリ
高速・大容量の半導体を
小さく安価に作るための

技術や材料の開発を学びます。

小型カメラ
小型軽量で解像度の高く且つ

消費電力の少ないカメラモジュールの
実現に向けての研究をします。

スマートフォンの中には

分離・精製
未反応成分を分離し、

生成した薬物を精製する際の
装置や条件を決定します。

分離・乾燥

粉砕・混合

検査・包装

原料

製品

晶析
溶液をかき混ぜながら

冷却して薬物を結晶化させる際の
かき混ぜる速さや温度などを

求めます。

医薬品を生産するには
例  固形剤の製造工程

拡散分離工学
粉体工学

化学工学科をもっと知っていただくために、皆さんの疑問・質問にお答えします。

反応
薬物合成の

化学反応を効率良く
進めるための装置や条件を

決定します。

送液
原料溶液を反応器に
パイプラインを使って

送るための
速度や圧力を求めます。

例えばこんな
授業科目の知識が
それぞれの工程で
活かされます 拡散分離工学

生物化学工学 例えばこんな
授業科目の知識が
それぞれの開発で
活かされます

反応工学
生物化学工学

移動速度論

粉体工学

物理化学
化学工学熱力学

粉体工学
反応工学

プ
ロ
セス全体に関連する授業科目

▼ 　化学装置設計　プロセス制御工学　プロセスシステム工学　プロセ
ス設計

有機化学
拡散分離工学

無機化学 移動速度論
反応工学
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